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ま
だ
ま
だ
暑
い

日
が
続
く
こ
の

時
期
、
エ
ア
コ
ン

の
効
い
た
部
屋
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で
の
読
書
も
悪
く
な
い
も
の
で

す
。
そ
こ
で
、
最
近
読
ん
で
面

白
か
っ
た
も
の
を
二
冊
紹
介
し

よ
う
と
思
い
ま
す
▼
一
冊
目
は

「
金
鳥
の
夏
は
い
か
に
し
て
日

本
の
夏
に
な
っ
た
の
か
？
～
カ

ッ
パ
と
金
の
鶏
の
不
思
議
な
関

係
～
」（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
で

す
。
題
名
通
り
、
蚊
取
り
線
香

や
キ
ン
チ
ョ
ー
ル
で
有
名
な
金

鳥
の
Ｃ
Ｍ
制
作
の
歴
史
を
広
告

代
理
店
や
出
演
俳
優
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
な
ど
を
通
し
て
ふ
り
か

え
る
一
冊
で
す
▼
「
金
鳥
の
夏
、

日
本
の
夏
」
の
コ
ピ
ー
で
有
名

な
蚊
取
り
線
香
の
Ｃ
Ｍ
で
す

が
、
今
年
で
放
映
五
十
年
に
な

る
そ
う
で
す
▼
二
冊
目
は
「
食

品
サ
ン
プ
ル
の
誕
生
」（
ち
く
ま

文
庫
刊
）
で
す
。
食
品
サ
ン
プ

ル
の
誕
生
、
そ
し
て
な
ぜ
日
本

（
と
韓
国
、
中
国
）
だ
け
に
存

在
し
欧
米
に
は
普
及
し
な
か
っ

た
の
か
、
作
者
の
取
材
と
研
究

が
書
か
れ
て
い
ま
す
▼
も
し
、

興
味
を
持
っ
た
な
ら
読
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。
た
ま
に
は
普
段

読
ま
な
い
ジ
ャ
ン
ル
の
本
も
い

い
も
の
で
す
よ
。（
Ｍ
）  

 
 

 

                

鵜
島
委
員
長
は
挨
拶
で
、「
安

倍
暴
走
政
治
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ

る
た
め
労
働
組
合
は
今
こ
そ
た

た
か
い
に
立
ち
上
が
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
更
に
、

郵
産
労
と
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
が
組

織
統
一
し
て
５
年
、
今
後
の
運

動
と
組
織
の
発
展
の
た
め
に
積

極
的
な
討
議
を
」
と
訴
え
ま
し

た
。
来
賓
と
し
て
本
部
中
村
書

記
長
、
東
京
地
評
松
森
事
務
局

長
、
東
京
全
労
協
大
森
議
長
、

共
産
党
曽
根
都
議
会
議
員
、
Ｊ

Ａ
Ｌ
争
議
団
宍
戸
さ
ん
、
関
東

地
本
落
合
執
行
委
員
か
ら
挨
拶

を
受
け
ま
し
た
。 

 

議
案
討
議
で
は
、
多
く
の
代

議
員
か
ら
活
発
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。 

 

「
要
員
不
足
は
深
刻
で
、
郵

便
部
、
集
配
部
問
わ
ず
休
息
、

休
憩
時
間
、
年
休
も
取
れ
ず
に 

働
い
て
い
る
。
分
担
簿
に
は
担

当 業
で
補
わ
れ
て
い
る
ー
「
３
６
協

定
」
の
特
別
条
項
の
適
用
と
い
う
現 

 

働
い
て
い
る
。
分
担
簿
に
は
担 

務
者
の
名
前
が
入
っ
て
い
な
い

た
め
に
そ
の
日
に
出
勤
し
た
人

が
そ
の
分
の
業
務
を
行
っ
て
い

る
」「
金
融
関
係
は
日
々
の
過
剰

ノ
ル
マ
で
精
神
的
に
追
い
詰
め

ら
れ
て
い
る
社
員
が
続
出
し
、

新
人
が
入
っ
て
も
辞
め
て
い

る
」
等
々
。
ま
た
、
今
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
る
「
出
退
勤
シ
ス

テ
ム
」
の
問
題
点
に
つ
い
て
も

多
く
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

昨
年
度
か
ら
続
け
ら
れ
て
い

る
「
深
夜
勤
務
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」 

 
 

 

か
ら
は
、「
深
夜
労
働
改
善
要
求

（
案
）」
が
出
さ
れ
、
大
会
要
求

と
併
せ
会
社
へ
提
出
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

新
東
京
支
部
か
ら
は
、
期
間

雇
用
社
員
で
雇
い
止
め
さ
れ
た

金
子
君
の
判
決
が
９
月
１
１
日

に
出
さ
れ
る
、
そ
の
傍
聴
が
呼

の
判
決
へ
の
傍
聴
が
呼
び
か
け

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
週
に

は
労
契
法
２
０
条
裁
判
が
１
４

日 
 
 

 

 

こ
と
は
せ
ず
、
何
度
で
も
会

社
に
ぶ
つ
け
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
他
の
組
合
が
や
っ

て
い
な
い
こ
と
を
私
た
ち
郵
政

ユ
ニ
オ
ン
は
行
っ
て
い
る
事
に

自
信
を
持
っ
て
た
た
か
っ
て
い

く
方
針
を
決
め
た
。 

 

新
た
に
執
行
部
の
若
返
り
が

図
ら
れ
、
委
員
長
に
は
田
中
孝

史
さ
ん
、
副
委
員
長
に
は
飯
塚

定
男
さ
ん
、
小
関
雅
彦
さ
ん
、

書
記
長
に
は
福
田
秋
彦
さ
ん
が

選
出
さ
れ
、
新
し
い
執
行
委
員

に
練
馬
支
部
か
ら
期
間
雇
用
社

員
で
も
あ
る
房
洲
達
也
さ
ん
が

入
っ
て
く
れ
た
。 

５
年
間
活

動
を
し
て
い
た
だ
い
た
鵜
島
さ

ん
、
石
川
さ
ん
両
名
は
特
別
執

行
委
員
と
し
て
さ
せ
て
い
く
こ

と
も
決
ま
っ
た
。 

 

新
委
員
長
の
団
結
頑
張
ろ
う

で
新
し
い
た
た
か
い
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。 

 

 

 

び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

労
契
法
２
０
条
裁
判
が
１
４

日
に
判
決
を
迎
え
、
そ
の
前
段

の
２
時
５
分
か
ら
行
わ
れ
る

本
社
前
行
動
に
は
多
く
の
結

集
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

期
間
雇
用
社
員
の
ス
キ
ル

問
題
や
人
事
評
価
に
つ
い
て

も
出
さ
れ
、
東
京
地
本
は
最
大

限
の
努
力
を
続
け
て
き
た
こ

と
、
苦
情
処
理
制
度
を
活
用
し

て
諦
め
ず
、
何
度
で
も
会
社
に

是
正
を
求
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

支
部
活
動
の
活
性
化
に
つ
い

て
は
、
各
支
部
が
基
本
的
な
支

部
活
動
を
行
う
こ
と
が
、
困
難

な
時
ほ
ど
重
要
で
あ
る
こ
と
、

そ
の
教
訓
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
第
６
回
大
会
の
議
案

を
採
択
、
決
定
し
、
新
た
な
地

本
役
員
に
左
記
の
役
員
を
選
出

し
ま
し
た
。
最
後
に
田
中
新
委

員
長
の
「
団
結
頑
張
ろ
う
」
で
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
が
き
ら
れ
ま

し
た
。 

 

       

 
７
月
２
９
日
（
土
）
渋
谷
勤
労
福
祉
会
館
に
て
、「
第
６
回

東
京
地
方
大
会
」
が
、
議
長
に
銀
座
支
部
の
柄
沢
代
議
員

を
選
出
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

  

２０１７年度地本役員体制 

委員長   田中孝史 (新東京支部) 

副委員長  飯塚定夫（銀座支部） 

       小関雅彦  (小石川支部) 

書記長    福田秋彦  (東部支部) 

執行委員   阿部充昭  (王子支部) 

       伊東孝雄  (渋谷支部) 

       木村宜詞 (東部支部) 

             郡公一郎  (目黒支部) 

       菅野アイ子(東京特定支部) 

       本宮美明  (新東京支部) 

            房洲達也  (練馬支部)  

特別執行委員 鵜島一広  (港品川支部)  

石川喜久  (港品川支部) 

会計監査   丹野欽司  (港品川支部) 

本松康宏 （銀座支部） 

２０１７年度 

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
東
京
地
本 

新
役
員
を
選
出
し
ス
タ
ー
ト 



 
 

 

   

             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

   

 
 

 

 

  

 

７
月
７
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
行
わ
れ
た
国
連
会
議
に
て
、

核
兵
器
を
使
う
こ
と
や
持
つ
こ

と
、
更
に
は
配
備
す
る
こ
と
も

禁
止
し
た
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

が
、
国
連
加
盟
国
の
約
６
割
で

あ
る
１
２
２
カ
国
の
賛
成
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
条
約
は
、
日
本
の
被
曝

者
の
訴
え
と
核
兵
器
廃
絶
を
求

め
る
運
動
が
力
に
な
り
ま
し

た
。
条
約
に
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
に

も
た
ら
さ
れ
た
容
認
し
が
た
い

苦
難
と
損
害
に
留
意
す
る
」
と

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
現

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
日
本
政

府
は
世
界
の
流
れ
に
逆
ら
っ
て

交
渉
会
議
に
参
加
し
て
い
ま
せ

ん
。
８
月
９
日
の
平
和
式
典
で

田
上
長
崎
市
長
は
「
交
渉
会
議

に
さ
え
参
加
し
な
い
姿
勢
は
到

底
理
解
で
き
ま
せ
ん
」
と
政
府

を
批
判
し
、
広
島
の
被
爆
者
か

ら
は
「
一
体
ど
こ
の
政
府
か
」

と
言
わ
れ
る
始
末
で
す
。 

政
府
は
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル

問
題
を
あ
げ
て
不
参
加
と
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
条
約
に
参
加

す
る
と
い
う
こ
と
を
武
器
に
、

対
話
を
呼
び
か
け
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ

政
府
に
も
核
軍
縮
を
迫
り
、
核

兵
器
廃
絶
に
向
け
た
取
り
組
み

を
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と
も
で

き
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
姿
勢
こ

そ
唯
一
の
被
爆
国
、
日
本
の
姿

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
本

政
府
は
一
刻
も
早
く
条
約
に
署

名
す
る
べ
き
で
す
。 

   

こ
の
た
び
執
行
委
員
を
務
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
房
洲
で

す
。 

私
は
一
般
局
の
郵
便
部
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
主
婦

や
高
校
生
、
副
業
と
し
て
本
業

と
別
で
働
く
な
ど
、
多
様
な
立

場
の
人
た
ち
が
お
り
、
４
時
間
、

６
時
間
、
８
時
間
と
勤
務
時
間

も
様
々
で
す
。
私
自
身
も
６
時

間
勤
務
と
フ
ル
タ
イ
ム
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
多
様
な
視
点

を
し
っ
か
り
拾
い
、
そ
こ
か
ら

見
え
て
く
る
課
題
を
議
論
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
至
ら

ぬ
点
ば
か
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願 

 

期
間
雇
用
社
員
ス
キ
ル
評
価

の
自
己
評
価
が
実
施
さ
れ
、
自

己
評
価
に
基
づ
い
て
評
価
結
果

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
期
間
雇
用
社
員
に

と
っ
て
ス
キ
ル
評
価
は
、
時
間

単
価
が
決
定
さ
れ
る
最
も
重
要

な
労
働
条
件
の
一
つ
で
す
。
時

間
単
価
は
、
い
う
ま
で
も
な
く

収
入
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。 

 

職
場
か
ら
は
、「
ス
キ
ル
評
価

を
下
げ
ら
れ
た
」
「
ス
キ
ル
が

上
が
ら
な
い
」
「
ス
キ
ル
評
価

に
納
得
で
き
な
い
」
「
ス
キ
ル

評
価
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が

行
わ
れ
て
い
な
い
」
な
ど
、
多

く
の
仲
間
か
ら
の
声
が
寄
せ 

ら
れ
て
い
ま
す
。
会
社
は
、
必

要
な
労
働
力
を
配
置
し
て
い

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
更
な

る
人
件
費
の
削
減
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

か
ら
、
ス
キ
ル
評
価
と
時
間
給

の
引
き
下
げ
が
強
行
さ
れ
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
納
得
で

き
な
い
ス
キ
ル
評
価
に
は
「
苦

情
処
理
制
度
」，
を
活
用
し
ま
し

ょ
う
。 

 

 

 
  

（２） 
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当
面
の
行
動
日
程 

９
月 

８
日 

総
が
か
り
行
動
・
中
野
ゼ
ロ

ホ
ー
ル
１
８
時
３
０
分
～ 

９
月
１
１
日 

 

新
東
京
雇
い
止
め
裁
判
判
決

地
裁
６
１
９
号 

１
３
時
１

０
分
～ 

９
月
１
４
日 

 

労
契
法
２
０
条
裁
判
判
決 

 

地
裁
５
２
７
号 

１
５
時
～ 

 

 

地
評
争
議
支
援
行
動 

郵
政
本
社
前
１
４
時
～ 

９
月
１
９
日 

総
が
か
り
行
動
・
国
会
正
面

前
１
８
時
３
０
分
～ 

９
月
１
６
日
～
１
８
日 

 

東
北
被
災
地
復
興
支
援
行
動 

９
月
２
３
日 

 

郵
便
歌
声
祭
典
・
月
島
社
会

教
育
会
館
１
３
時
３
０
分
～ 

１
０
月
６
日 

 

東
京
総
行
動 

郵
政
本
社
前
８
時
４
５
分 

  
 
 
 
 
 
 

 

一
つ
目
は
、
苦
情
相
談
制

度
で
す
。
個
人
と
し
て
の
不

服
申
し
立
て
で
す
。
こ
れ
は
、

評
価
結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
後
１
５
日
以
内
に
、
書
面

（
書
式
に
従
っ
て
）
で
苦
情

相
談
者
（
総
務
部
長
等
）
に

通
知
。
苦
情
相
談
者
は
、
被

評
価
者
及
び
評
価
者
か
ら
事

情
を
聴
取
し
、
所
属
長
に
意

見
具
申
し
、
所
属
長
は
、
調 

査
結
果
を
基
に
判
断
し
、
結

果
を
双
方
に
書
面
で
通
知
す

る
も
の
で
す
。 

 

苦
情
処
理
会
議
は
、
労
働

合 

    

  

ス
キ
ル
評
価 

問
題
な
か
っ
た
？ 

 
 
 
 
 

 

 「
苦
情
処
理
制
度
」
は
、 

二
種
類
あ
り
ま
す 

     

組
合
が
代
理
と
し
て
、
会
社
と

苦
情
処
理
会
議
を
開
催
し
、
ス

キ
ル
の
是
正
を
求
め
て
交
渉
す

る
も
の
で
す
。
労
働
条
件
決
定

日
（
雇
用
労
働
条
件
通
知
書
交

付
日
）
か
ら
起
算
し
て
３
０
日

以
内
に
所
定
の
用
紙
に
記
入
し

書
面
で
苦
情
の
申
告
を
通
知
し

ま
す
。
支
部
苦
情
処
理
会
議
、

地
方
苦
情
処
理
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
事
実
審
査
に
基
づ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
、
評
価
に

つ
い
て
修
正
、
ま
た
は
、
却
下 

  

新役員の紹介 

房洲達也（練馬支部出身） 

このたび地本の執行委員を務める

房洲です。私は一般局の郵便部に所属

しています。ここでは主婦や高校生、

副業として本業と別で働くなど、多様

な立場の人たちがおり、４時間、６時

間、８時間と勤務時間も様々です。私

自身も６時間勤務で、フルタイムでは

ありません。この多様な視点をしっか

り拾い、そこから見えてくる課題を議

論できればと考えています。至らぬ点

ばかりかもしれませんが、何卒よろし

くお願いいたします。 

 

等
が
決
定
さ
れ
ま
す
。 

納
得
で
き
な
い
ス
キ
ル
評

価
を
さ
れ
た
場
合
、
す
ぐ
に
組

合
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

本
人
の
状
況
を
伺
い
、
制
度

に
つ
い
て
説
明
し
、
進
行
に
あ

た
り
的
確
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
い
ま
す
。
必
ず
、
地
本
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

 



 


